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１ 総括に対する対応方針 

区

分 

研究課題名 

 

主な指摘事項等 

 

対応方針 

 

事

前 

評

価 

交雑種去勢肥育に

おける籾ＳＧＳ給

与による産肉性お

よび粗飼料低減効

果の検証 

 

 

 

・種々の試験成績と比較

検討し、当県の畜産の

特徴である交雑種につ

いてそのあり方を検討

し、具体的な方向性を

検討する必要がある。 

・すでに当センターで実施

した黒毛和種での試験デ

ータの解析と併せて、他

県等の試験結果を参考に

しながら、今回の試験で

検証することで精度を高

めます。 

本県の肉牛振興は、酪農

経営で生産される子牛を

資源として発展してきた

歴史があり、現在も肥育

用素牛の県内供給基盤は

酪農経営で、交雑種が主

体です。したがって、地

域資源を活用した籾ＳＧ

Ｓの給与により、低コス

ト、高品質な交雑種の生

産と肥育技術を確立し、

本県の特色を活かした交

雑種肉牛の生産供給体制

を構築していきます。 
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・試験開始前からの肉牛

農家への研究内容の周

知、できれば展示効果

をねらった現場試験も

行われると更にＳＧＳ

利用の機運が高まると

思われる。また、「和牛」

と「国産牛」の区別も

つかないのが消費者の

実情であり、交雑種と

いうものをきちんと消

費者に説明し市民権を

得る活動も必要であ

る。 

・試験途中での情報を生産

者に開示するとともに、

すでに籾 SGS に独自に

取り組む生産者もおりま

すので、連携を図りなが

ら事例分析も行い、試験

全体の精度を高めていき

ます。 

また、食味テストを消費

者に行ってもらうなど、

消費者との交流等を通

じ、交雑種の理解醸成に

努めていきます。 

さらに、ブランド牛肉の

名称だけでは、和牛の肉

か交雑種牛肉かホルスタ

イン種の牛肉か解かりづ

らいところもありますの

で、消費者の理解醸成の

ために名称のあり方につ

いても行政機関と連携し

て検討します。 
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事

後

評

価 

 

 

 

鶏外部寄生虫（ワク

モ・トリサシダニ）

の防除技術の確立 

 

 

 

・本研究課題により、ト

リサシダニ・ワクモに

関して当県が国内外の

研 究 を リ ー ド し て き

た。平成１６～２３年

という長期間にわたり

一人の研究者が一課題

について試験研究を行

うことができたのは研

究者にとっても、また

今回得られた非常に多

くの結果をみてもすば

らしいことである。こ

の研究の成果を当県と

してどのようにフォロ

ーアップしていくかと

いうことが今後の大き

な課題となるものと考

えられる。 

・国内全域でワクモの汚染

が問題となっている現況

から、本県も含めて多く

の県の家畜保健衛生所、

試験場からの質問に対し

助言しています。また、

侵入防止と駆除対策プロ

グラムを内容としたマニ

ュアルの作成、多くの講

演会等により防除技術の

普及を図っています。 

今後は、開発した新薬剤

（認可申請中）の使用も

含め、家畜保健衛生所を

中心とした地域ぐるみで

の対応によるワクモ撲滅

のための推進体制を構築

していきます。 
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・本課題のような衛生学

的研究は、専門的知識

がなければ直ちに研究

に着手する事も難し

く、またその後の成果

の普及も難しいと思わ

れる。定員が削減され

る中で、感染症関連が

中心となるのはやむを

得ないことであるが、

家保や動物衛生研究所

とも交流し、衛生学や

疫学の分野の知識を持

つ人材の確保（研究所

内での知識の集積と共

有）も重要である。 

・家畜・家禽の損耗防止に

つながる衛生対策は、生

産力強化のための能力を

最大限に発揮させる飼養

管理技術のひとつとし

て、試験場で取り組むべ

き課題として位置付けて

います。 

実用化研究でも、基礎研

究でも多岐にわたるアプ

ローチが必要で、研究員

にもさまざまな知識、資

質が求められています。 

研究開発の中長期戦略の

もと、必要な人材を計画

的に確保し、養成してい

きます。 

事

後

評

価 

飼料用米の養鶏飼

料としての利用技

術の確立 

・玄米は限られた時期に

一度に出てくるので、

年間利用を考えると保

管 の 問 題 が 生 じ て く

る。現場での支援策が

必要と考える。 

・生産現場で飼料用米の

保管場所が不足している

状況については、関係機

関（行政、普及、研究）

による「飼料用米の生産

拡大に向けたプロジェク

トチーム」において対応

策を検討しています。 
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２ 課題評価結果対応方針 

（１）事前評価 

＜課題評価結果対応票＞ 

研究課題名 交雑種去勢肥育における籾ＳＧＳ給与による産肉性および粗

飼料低減効果の検証 

研究期間 平成 25～27 年度 

評価項目 指摘事項 対応方針 

1.研究の必要

性や重要性 
①研究課題の

必要性 
 

①消費者にアピールできるよ

うな交雑種の特長を生かし

た価格目標、肉質目標を明確

にし、肥育期間短縮も含めて

試験設計を十分に吟味され

た方が良いのではないか。 

①トウモロコシ価格の高騰により、飼

料用米への肥育農家の関心が非常に

高くなってきています。しかし、籾

ＳＧＳの給与により生産された牛肉

に標準以上の評価（枝肉格付成績、

市場評価、生産費など）が伴わない

と普及されないと考えられることか

ら、販売価格や枝肉格付成績などが

交雑種肥育牛主産地の平均以上にな

るように目標を設定して、飼料給与

方法等の試験方法について内容を十

分に検討します。また、交雑種牛肉

の特徴としては、和牛と乳用種牛肉

の中間の価格帯で和牛に近い食味性

が求められることから、この点につ

いても試験設計に加味します。 
②研究課題未

実施の問題

性 

②籾殻利用の可能性を追求す

るとすれば、残りの稲わら利

用の検討または指針も検討

された方が良いのではない

か。 

②本県では、既に稲わらの飼料利用

並びに水田での畜ふん堆肥利用を

推進しています。籾ＳＧＳの利用

で、水田農家との連携が進むことに

より、稲ワラの収集面積の拡大が期

待されます。また、堆肥の地域内流

通を含めた有機資源の地域循環体

制の推進が期待されます。 
③県の政策等

と の 関 連

性・政策等

への活用性 

③交雑種は、上手くアピールす

れば、消費者に受け入れられ

やすい肉となり得る。交雑種

の飼養頭数が多い千葉県こ

そ、その特性をアピールすべ

きであり、アピール方法を

様々な角度から検討された

い。 

③地域飼料資源である飼料用米を給与

した、特徴ある牛肉としての差別化

が考えられます。また、飼料用米の

給与により食味性に関連すると言わ

れているオレイン酸が増加するとの

報告もあり、それらの効果を検討し

たのち特徴をアピールすることとし

ます。 
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④飼料稲の利用に当っては、Ｗ

ＣＳ、飼料米、ＳＧＳ等があ

る中で、利用する畜種、生産

する農家の利便性もあり、一

概にどれが良いかは言えな

いが、行政として何を中心に

生産・利用していくかを見定

めて、出来うる限りこれに誘

導する必要があるのではな

いか。 
 

④ご指摘をいただいた通り、稲ＷＣＳ

および各飼料用米の利用について

は、乳牛、肉牛、豚、鶏のそれぞれ

の家畜により適した利用形態があ

り、また、生産・供給する水稲農家

からの要望もあります。それぞれの

連携を密にするとともに行政サイド

としてはうまくコーディネートする

ことが重要であり、試験研究機関と

しては出来うる限りの技術的な支援

をします。 
 

2.研究計画の

妥当性 

①計画内容の

妥当性 

⑤肥育試験において、籾 SGS
代替、粗飼料減の効果が検出

できるような試験設計とな

るよう綿密な検討が必要で

ある。 

⑤今年度までの研究課題として、黒

毛和種去勢牛で実施した給与試験結

果および今後実施する消化試験によ

り、本肥育試験の試験設計について

綿密な検討を行います。 
 

⑥牛肉分析では、消費者にも

わかりやすくアピールで

きるよう官能検査も加え

た方が良いのではないで

しょうか。 

⑥テクスチャー測定器による分析（硬

さ、しなやかさ、噛みごたえ、脆さ）

に加えて、官能検査も行う計画です。 

⑦供試牛の選定にあたって

血統を配慮する必要があ

る。 

⑦血統による試験結果への影響を少

なくするために、供試牛の父牛をな

るべく同じにします。県内での利用

の多い 1 頭または 2 頭の父牛に絞っ

て供試牛を選定する計画です。 
 

3.研究成果の

波及効果及

び発展性 

⑧成功のためには、県全体で

の飼料米生産利用システ

ムの構築と交雑種牛肉の

千葉ブランド化が必要。そ

のためには、単に出来上が

った肉だけではなく、飼料

米の生産利用システムも

含めたブランド化のアピ

ールが必要である。 
 

⑧飼料用米を利用した畜産物の生産に

ついては、それぞれの家畜（牛・豚・

鶏）や利用形態（籾ＳＧＳ、粉砕玄

米など）による利用技術の開発と併

せて、飼料用米の生産・流通・利用

のシステムの構築および生産された

畜産物のアピールが重要です。そこ

で、県全体として、飼料用米を給与

して生産された畜産物の流通や消費

者に向けたアピール方法について、

今後検討していきます。 
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総合評価 
 

・種々の試験成績と比較検討

し、当県の畜産の特徴であ

る交雑種についてそのあ

り方を検討し、具体的な方

向性を検討する必要があ

る。 

・すでに当センターで実施した黒毛和

種での試験データの解析と併せて、

他県等の試験結果を参考にしなが

ら、今回の試験で検証することで精

度を高めます。 
本県の肉牛振興は、酪農経営で生産

される子牛を資源として発展してき

た歴史があり、現在も肥育用素牛の

県内供給基盤は酪農経営で、交雑種

が主体です。したがって、地域資源

を活用した籾ＳＧＳの給与により、

低コスト、高品質な交雑種の生産と

肥育技術を確立し、本県の特色を活

かした交雑種肉牛の生産供給体制を

構築していきます。 
 

・試験開始前からの肉牛農家

への研究内容の周知、でき

れば展示効果をねらった

現場試験も行われると更

にＳＧＳ利用の機運が高

まると思われる。また、「和

牛」と「国産牛」の区別も

つかないのが消費者の実

情であり、交雑種というも

のをきちんと消費者に説

明し市民権を得る活動も

必要である。 
 

・試験途中での情報を生産者に開示す

るとともに、すでに籾 SGS に独自に

取り組む生産者もおりますので、連

携を図りながら事例分析も行い、試

験全体の精度を高めていきます。 
また、食味テストを消費者に行って

もらうなど、消費者との交流等を通

じ、交雑種の理解醸成に努めていき

ます。 
さらに、ブランド牛肉の名称だけで

は、和牛の肉か交雑種牛肉かホルス

タイン種の牛肉か解かりづらいとこ

ろもありますので、消費者の理解醸

成のために名称のあり方についても

行政機関と連携して検討します。 
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（２）事後評価 
＜課題評価結果対応票＞ 

研究課題名 鶏外部寄生虫（ワクモ・トリサシダニ）の防除技術の確立 

研究期間 平成 16～23 年度 

評価項目 指摘事項 対応方針 

2.研究目標の

達成度、研

究成果の波

及効果及び

発展性 

①研究目標はほぼ達成された

が、残された課題もあること

から、人材育成も含めて今後

も何らかの対応が必要と考

える。 
 

①当初の目標は達成されています。情

勢の変化により新たな課題は常に生

まれますが、今はいかに生産現場で、

研究成果を活かせるかが重要です。

養鶏経営者を含めた養鶏従事者への

意識改革が大切です。 
生産者、他県の家畜保健衛生所や試

験場からの問い合わせも多いのです

が、相談、助言等により対応してい

ます。 
総合評価 

 
 

・本研究課題により、トリサシ

ダニ・ワクモに関して当県が

国内外の研究をリードして

きた。平成１６～２３年とい

う長期間にわたり一人の研

究者が一課題について試験

研究を行うことができたの

は研究者にとっても、また今

回得られた非常に多くの結

果をみてもすばらしいこと

である。この研究の成果を当

県としてどのようにフォロ

ーアップしていくかという

ことが今後の大きな課題と

なるものと考えられる。 

・国内全域でワクモの汚染が問題とな

っている現況から、本県も含めて多

くの県の家畜保健衛生所、試験場か

らの質問に対し助言しています。ま

た、侵入防止と駆除対策プログラム

を内容としたマニュアルの作成、多

くの講演会等により防除技術の普及

を図っています。 
今後は、開発した新薬剤（認可申請

中）の使用も含め、家畜保健衛生所

を中心とした地域ぐるみでの対応に

よるワクモ撲滅のための推進体制を

構築していきます。 
 

・本課題のような衛生学的研

究は、専門的知識がなけれ

ば直ちに研究に着手する事

も難しく、またその後の成

果の普及も難しいと思われ

る。定員が削減される中で、

感染症関連が中心となるの

はやむを得ないことである

が、家保や動物衛生研究所

とも交流し、衛生学や疫学

の分野の知識を持つ人材の

確保（研究所内での知識の

集積と共有）も重要である。 

・家畜・家禽の損耗防止につながる衛

生対策は、生産力強化のための能力

を最大限に発揮させる飼養管理技術

のひとつとして、試験場で取り組む

べき課題として位置付けています。 
 実用化研究でも、基礎研究でも多岐

にわたるアプローチが必要で、研究

員にもさまざまな知識、資質が求め

られています。 
 研究開発の中長期戦略のもと、必要

な人材を計画的に確保し、養成して

いきます。 
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＜課題評価結果対応票＞ 

研究課題名 飼料用米の養鶏飼料としての利用技術の確立 

研究期間 平成 20～23 年度 

評価項目 指摘事項 対応方針 

総合評価 

 

 

・玄米は限られた時期に一度に

出てくるので、年間利用を考

えると保管の問題が生じて

くる。現場での支援策が必要

と考える。 
 

・生産現場で飼料用米の保管場所が不

足している状況については、関係機

関（行政、普及、研究）による「飼

料用米の生産拡大に向けたプロジ

ェクトチーム」において対応策を検

討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


